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運用報告書（全体版） 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・ 
インフラ債券ファンド（ラップ向け） 

（旧ファンド名称「ＡＭＰ ヘッジ付グローバル・ 

インフラ債券ファンド（ラップ向け）」） 

 

 
 

第14期（決算日：2022年５月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「マッコーリー ヘッジ付グロー

バル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）」は、去

る５月10日に第14期の決算を行いました。ここに謹

んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 2025年５月９日まで（2015年４月30日設定） 

運用方針 

マッコーリー グローバル・インフラ債券マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、主
として世界のインフラ関連企業が発行する米
ドル建て債券に実質的な投資を行います。な
お、インフラ関連企業とは、公益、通信、エネ
ルギーおよび運輸等の日常生活に必要不可欠
なサービスを提供する企業をいいます。マ
ザーファンド受益証券の組入比率は高位を維
持することを基本とします。デュレーション
調整等のため、先物取引等を利用し債券の実
質投資比率が100％を超える場合があります。
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をは
かります。マザーファンドの債券等の運用にあ
たっては、マッコーリー・インベストメント・
マネジメント・グローバル・リミテッドに運用
指図に関する権限を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

マッコーリー グローバル・イン
フラ債券マザーファンド受益証
券を主要投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

世界のインフラ関連企業が発行
する米ドル建て債券を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
 
「マッコーリー」の商標は、マッコーリー・グループ・リミテッドか
らのライセンスに基づき利用しています。 
Macquarie Bank Limited（以下「MBL」といいます）を除き、当資料
に言及しているマッコーリー並びにマッコーリー関連会社は何れも
1959年銀行法（オーストラリア連邦）上の預金受入機関として認可さ
れておらず、これらの法人の負債にはMBLの預金その他の負債は含ま
れません。別段の記載がない限りMBLは上述の法人の何れに対しても、
その負債に関する保証またはそれ以外の支援提供を行うものではあ
りません。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
合 成 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円ヘッジベース） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

10期(2020年５月11日) 10,624 0 △ 1.5 11,130 △ 0.9 96.0 △1.6 43 

11期(2020年11月10日) 11,391 0 7.2 11,983 7.7 97.2 △0.7 50 

12期(2021年５月10日) 11,201 0 △ 1.7 11,867 △ 1.0 97.6 △4.8 29 

13期(2021年11月10日) 11,642 0 3.9 12,369 4.2 95.4 △5.1 29 

14期(2022年５月10日) 9,588 0 △17.6 10,198 △17.6 96.8 △0.7 21 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 参考指数は、ブルームバーグ米国社債インデックスの公益、通信、エネルギー、運輸セクターの合成インデックス（円ヘッジベース）

です。 

ブルームバーグは、ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称します。）のサー

ビスマークであり、三菱ＵＦＪ国際投信による一定の目的での利用のためにライセンスされています。ブルームバーグの指数はブルー

ムバーグが算出し、配信し、販売するものです。ブルームバーグは、三菱ＵＦＪ国際投信の関係会社ではなく、ブルームバーグは、三

菱ＵＦＪ国際投信が運用するファンドを承認し、是認し、レビューしまたは推奨するものではありません。ブルームバーグは、ブルー

ムバーグの指数に関連するいかなるデータまたは情報の適時性、正確性または完全性を保証するものではありません。合成インデック

ス（円ヘッジベース）は、ブルームバーグ米国社債インデックスの公益、通信、エネルギー、運輸セクターの各インデックス（円ヘッ

ジベース）を委託会社が合成したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
合 成 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （円ヘッジベース） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年11月10日 11,642 － 12,369 － 95.4 △5.1 

11月末 11,384 △ 2.2 12,149 △ 1.8 96.1 △5.8 

12月末 11,366 △ 2.4 12,099 △ 2.2 97.2 △6.3 

2022年１月末 11,011 △ 5.4 11,724 △ 5.2 97.4 △5.3 

２月末 10,603 △ 8.9 11,300 △ 8.6 96.3 △4.4 

３月末 10,463 △10.1 11,120 △10.1 94.8 △1.4 

４月末 9,866 △15.3 10,461 △15.4 95.8 △0.8 

(期  末)       

2022年５月10日 9,588 △17.6 10,198 △17.6 96.8 △0.7 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 運用経過 
第14期：2021年11月11日～2022年５月10日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 1 4 期首 11,642円 
第 1 4 期末 9,588円 
既払分配金 0円 
騰 落 率 －17.6％ 

 

 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額は期首に比べ17.6％の下落となりました。 
基準価額の動き 

インフレの長期化等を背景に米金利が上昇したこと等を受けて
インフラ債券市況が下落したこと等。 

下落要因 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
投資環境について 

 
債券市況 
インフラ債券市況は下落しました。 
インフレの長期化や米連邦準備制度理事

会（ＦＲＢ）による金融政策正常化等を
背景に米金利が上昇したこと等を背景に
インフラ債券市況は下落しました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
マッコーリー ヘッジ付グローバ
ル・インフラ債券ファンド（ラップ
向け） 
マッコーリー グローバル・インフラ債券
マザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主として世界のインフラ関連企業が
発行する米ドル建て債券を高位に組み入
れるとともに、為替ヘッジを行い為替変
動リスクの低減を図る運用を行いました。 
 

マッコーリー グローバル・インフ
ラ債券マザーファンド 
世界のインフラ関連企業が発行する米ド
ル建て債券を高位に組み入れる運用を行
いました。 
2022年３月末時点において、デュレーシ
ョン（平均回収期間や金利感応度）につ
いては市場対比で概ね中立としました。
格付別では投資適格の中でも相対的に利
回りが高いＢＢＢ格の組入比率を市場対
比多めとしました。セクター別では通信
やエネルギーを市場対比多めの配分とし
ました。 

 
 

第14期：2021年11月11日～2022年５月10日

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。 
参考指数は合成インデックス（円ヘッジベース）です。 
 
 
 
 
 

 
基準価額と参考指数の対比（騰落率） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第14期 
2021年11月11日～2022年５月10日 

 当期分配金（対基準価額比率）  －（－％） 

  当期の収益  － 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  2,618 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。  

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
マッコーリー ヘッジ付グローバ
ル・インフラ債券ファンド（ラップ
向け） 
マザーファンドへの投資を通じて、主と
して世界のインフラ関連企業が発行する
米ドル建て債券を高位に組み入れるとと
もに、為替ヘッジを行い為替変動リスク
の低減を図る運用を行います。 
 

マッコーリー グローバル・インフ
ラ債券マザーファンド 
今後は主要中央銀行による金融政策正常
化の流れが強まるとみています。また、
足元では地政学リスクやインフレの動向
に注視しています。そのような環境下、
銘柄選択については、格付け動向に注視
しながらクオリティの高い銘柄を中心に
投資を行う方針です。デュレーションに
ついては、適宜債券先物を活用しつつ、
状況に応じて機動的に対応します。 

 
 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  44  0.409  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (39)  (0.360)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (3)  (0.027)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (2)  (0.022)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  0  0.003  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 (先物・オプション)  (0)  (0.003)   

(ｃ)そ の 他 費 用  3  0.030  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (1)  (0.005)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (2)  (0.023)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  47  0.442   

期中の平均基準価額は、10,820円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2021年11月11日～2022年５月10日

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.89％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○売買及び取引の状況 (2021年11月11日～2022年５月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド 392 850 3,332 7,100 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月11日～2022年５月10日) 

 

＜マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 165 2 1.2 154 0.600713 0.4 

 
 
 

＜マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 2,661 230 8.6 5,312 1,912 36.0 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年11月11日～2022年５月10日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0.872982 － － 0.872982 商品性を適正に維持するための取得 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○組入資産の明細 (2022年５月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド 13,124 10,184 21,502 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年５月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド 21,502 97.3 

コール・ローン等、その他 598 2.7 

投資信託財産総額 22,100 100.0 
 

（注） マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（100,441,140千円）の投資信託財産総

額（101,500,601千円）に対する比率は99.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝130.03円    

 

 

 

親投資信託残高 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年５月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 43,147,561   

 コール・ローン等 597,568   

 マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド(評価額) 21,502,537   

 未収入金 21,047,456   

(B) 負債 21,428,207   

 未払金 21,320,851   

 未払信託報酬 106,885   

 その他未払費用 471   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 21,719,354   

 元本 22,653,772   

 次期繰越損益金 △   934,418   

(D) 受益権総口数 22,653,772口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,588円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 25,767,454円 

期中追加設定元本額 437,151円 

期中一部解約元本額 3,550,833円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9588円です。 

○損益の状況 (2021年11月11日～2022年５月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        7   

 支払利息 △        7   

(B) 有価証券売買損益 △4,481,482   

 売買益 261,088   

 売買損 △4,742,570   

(C) 信託報酬等 △  113,296   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △4,594,785   

(E) 前期繰越損益金 1,653,027   

(F) 追加信託差損益金 2,007,340   

 (配当等相当額) (  3,766,784)  

 (売買損益相当額) (△1,759,444)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  934,418   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  934,418   

 追加信託差損益金 2,007,340   

 (配当等相当額) (  3,767,324)  

 (売買損益相当額) (△1,759,984)  

 分配準備積立金 2,165,134   

 繰越損益金 △5,106,892   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は934,418円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2021年11月11日～ 
2022年５月10日 

費用控除後の配当等収益額 338,868円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 3,767,324円 

分配準備積立金額 1,826,266円 

当ファンドの分配対象収益額 5,932,458円 

１万口当たり収益分配対象額 2,618円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

④「マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の33の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から

支弁しております。 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッドのパブリック・マーケッツ部門がマッコーリー・アセット・マネジメント・ホールディン

グス・ピーティーワイ・リミテッドに売却されることに伴い、運用指図権限の委託先の変更およびファンド名称の変更等をするため、信託約

款に所要の変更を行いました。 

ファンド名称の変更について 

変更前：ＡＭＰ ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け） 

変更後：マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け） 

（2022年３月26日） 
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